
（別紙：学校における新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン（Ver.4）より抜粋） 

 

「新しい生活様式」を踏まえた学校の行動基準 

地域の 

感染レベル 
身体的距離の確保 

感染リスクの高い 

教科活動 

部活動 

（自由意思の活動） 

レベル３ 
できるだけ２m程度 

（最低１m）  
行わない 

個人や少人数での感染リ

スクの低い活動で短時間

での活動に限定 

レベル２ 

１ｍを目安に 

学級内で最大限の 

間隔を取ること 

収 

束 

局 

面 

感染リスク

の低い活動

から徐々に

実施 

拡 

大 

局 

面 

感染リスク

の高い活動

を停止 

感染リスクの低い活動か

ら徐々に実施し，教師等

が活動状況の確認を徹底 

レベル１ 

１ｍを目安に 

学級内で最大限の 

間隔を取ること 

適切な感染対策を行った上で実

施 

十分な感染対策を行った

上で実施 

 

（参考：文部科学省マニュアル） 

 新型コロナウイルス感染症分科会提言（※）における分類 

レベル 

３ 

ステージ 

Ⅳ 

爆発的な感染拡大及び深刻な

医療提供体制の機能不全を避

けるための対応が必要な段階 

（病院間クラスター連鎖などの大規模かつ深刻なクラスター連鎖が派生し，

爆発的な感染拡大により，高齢者や高リスク者が大量に感染し，多くの重症

者及び死亡者が発生し始め，公衆衛生体制及び医療提供体制が機能不全に陥

ることを避けるための対応が必要な状況。） 

ステージ 

Ⅲ 

感染者の急増及び医療提供体

制における大きな支障の発生

を避けるための対応が必要な

段階 

（ステージⅡと比べてクラスターが広範囲に多発する等，感染者が急増し，

新型コロナウイルス感染症に対する医療提供体制への負荷がさらに高まり，

一般医療にも大きな支障が発生することを避けるための対応が必要な状

況。） 
レベル 

２ 
ステージ 

Ⅱ 

感染者の漸増及び医療提供体

制への負荷が蓄積する段階 

（３密環境などリスクの高い場所でクラスターが度々発生することで，感染

者が漸増し，重症者が徐々に増加してくる。このため，保健所などの公衆衛

生体制の負荷も増大するとともに，新型コロナウイルス感染症に対する医療

以外の一般医療も並行して実施する中で，医療体制への負荷が蓄積しつつあ

る。） レベル 

１ 
ステージ 

Ⅰ 

感染者の散発的発生及び医療

提供体制に特段の支障がない

段階 

 

レベル１～３のいずれに該当するかは，国の指数を参考に，市内の状況を踏まえ，保健所に相談しながら判断す

る。 

基本的な感染症対策（３つのポイント） 

1 感染源を絶つ 

2 感染経路を絶つ 

3 抵抗力を高める 
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